
 

この時期、動物保護管理センターには、自活できない、多くの子ね

こがもちこまれ、殺処分になるそうです。中には、飼いねこの子ね

こを捨てるひともいるようです。子ねこに限らず犬などを遺棄する

ことは犯罪だそうです。 （第 44 条 50 万円以下の罰金に処する） 

その子はあなたの家族です。人としての義務を忘れないでください。 

最近、我が家の周りには、捨て猫？        

見慣れないねこが数匹います。          

やせていて、見るからに哀れです。       

私としては、どうしてあげることも出来ませんが。

               一宮町  Ｍ様 
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４月２９日（火・祝） 

河合一幸（カワイ イッコウ）４代目住職の就任披露が行われました。 

紫色のはかまに身を包んだ可愛いお稚児行列もあり、河合住職を門前まで 

案内しました。４月３０日の中日新聞【三河版】と東愛知新聞にも記載されました。 

宝円寺のご開山 

（枝垂れ桜） 

 

三献有玉（さんけんゆうぎょく）

和尚は、松源院ご開山 大仲一介

和尚の優れた四人の弟子の中の最

古参であった。 

享録三年（１５３０年）有玉和

尚は、師僧一介大和尚の指示によ

り、有法庵を曹洞宗に改宗して 

宝円寺と命名し、初代開山とし

て晋山された。近在の人々は、寺

域を整え開山和尚の晋山をお祝い

して、一本の枝垂れ桜の苗木をお

寺の入り口に植え、記念とした。 

その後宝円寺は、幾たびか浮き

沈みを経験し、記念樹も年輪を重

ねて、樹皮一枚に余命を養う古木

と成り果てた。そして、山門の上

の青空を子孫の若木にゆずった。

今、その若木が（樹齢四十年）有

玉和尚の清新の気を静かに伝えて

いる。 

宝円寺は、開山和尚の志気と近

在の人々の篤志によって、無名の

古刹である。 

 

お稚児＝汚れがない、純白の意、 

一般的には、寺より神社に普及しています。子供時代に３回やると、 

『幸せになる』と言い伝えがあります。 

飼っている動物を捨てる人は、きっと誰かに拾われて幸せに

なると信じようとします。しかし現実は、空腹で衰弱するか

弱ったところをカラスなどにつつかれ、死んでいきます。 

放浪した結果、悲惨な末路をたどることになるでしょう・・

（おばあちゃんと） 

お稚児行列には、 
おにいちゃんと一緒に私も出たよ。 
花火が怖かったので、パパに抱っこだよ～

白井東亜くん 

白井奈々ちゃん 

動物保護管理センターからのお願い  ねこ飼育４原則 

☆ 室内飼育しましょう       ☆所有者明示しましょう 

☆ 不妊去勢手術をしましょう    ☆終生飼育しましょう 



                                 
 
 

６年 14 名 

５年 12 名 

４年 ７名 

３年 ６名 

２年 ２名 

１年 １名 

ハガキに「○○○」とカタカナ３文字を入れて、住所・お名前・ 

電話番号と「コミュボード」に関するご意見、ご要望などを記入の上、

加藤新聞店までお送りください。正解者の中から抽選で３名様に 

『キッズ用 トトロ プチリュック』を差し上げます。 

なお、当選者の発表は、次回のコミュボードで発表いたします。 

 

 

あて先               

官製ハガキ：〒441-1231 豊川市一宮町幸１７番地 加藤新聞店まで 

応募シールを切り取り、官製はがきに貼ってご応募願います。 

携帯サイト：バーコードリーダー機能を使って読み取ってください。 

メ ー ル：info@93-3600.ddo.jp 

締 め 切 り：６月１５日 

クイズ： 加藤家にいる、木の葉のように小さくて可愛いカメレオンを、 
    ○○○カメレオンと言います。 

鈴木 貴子様 上長山町 
今泉 勇作様 大木町 
原 眞佐子様 東上町 
※前回の回答は ちまき でした。 

{連絡先}  
代表者：児玉東城 連絡先 090-7852-7698

資 格：どなたでも  

持ち物：てん刻用具 

日 時：第 1・3土曜日 PM6：00～PM8：00 

    第 2・4 火曜日 AM10：00～PM0：00 

場 所：大木会館 TEL ９３－６７６８ 

 応募券（第 2６号） 

 

 

応募シール 

『篆刻を楽しんでいます。』 

    一宮町旭  坂田 佳子様 
「“てん刻”は『方寸の世界』とも云

われ、一寸（約３㎝）四方の印材（石

等）に書的・彫刻的要素を盛り込んだ

東洋独特のすばらしい芸術です。 
その印を書や絵、絵手紙などに押すと

一層の美しさが加わります。 
私は、７０才過ぎてから習い始めま

した。まだ、日は浅いのですが、とて

も面白くて、今、ハマッています。 
町内の大木会館で、月２回教えてく

れます。 
皆さん！一緒に始めてみませんか？ 
教室については、大木会館へお問い合

わせください。」   

山々がきれいに見えるグランドで、子供達の元気な声が飛び交う中！！ 

毎週、練習を行っています。 

現在４２名の子供が汗を流しながらボールを追いかけています。 

礼儀正しく、思いやりのある子供たちを養成することを目的として、 

スタッフ一同もがんばっております。是非一度、グランドへ来てください。

【問合せ先】 

監督：植村  TEL（自宅 93-6016）（携帯 090-1625-9530） 

       ＨＰ  http://sports.geocities.jp/isseisharks06/ 
現団員数 ４２名 

コノハカメレオン 

今回は、ちょっと珍しい、 

加藤家のカメレオンを紹介しちゃいます。 

木の葉のようにちっちゃくて、かっわいい！！  

オスが２匹、メスが３匹のみんなで５人〔？〕家族です。 

といいたいのですが・・ 

先日、♀が２匹、死にました。（ガクッ）飼い方も難しいようで・・・

近くの子供さんや、「ランちゃんのワンワン工房」

“看板犬”ランちゃんもお手伝い！！ 

次回：６月１日（日） 

時間：ＡＭ６：３０～ 

場所：飯田線三河一宮駅付近（用具はこちらで準備します。） 

※雨天の場合中止いたします。 

♀ 

菖
蒲
は
六
月
初
旬
か
ら 

三
週
間
が
見
ご
ろ
だ
そ
う
で
す
。 

耳の聞こえない・聞こえにくい人に、話の内容を短く 

まとめて書き伝える日本語筆記通訳です。 

要約筆記をまったく知らない方に安心して受講していただけ

る内容です。関心のある方は「ウィズ豊川」までお問い合わせ

ください。問合せ先：社会福祉協議会・市民活動センター 

         TEL 83-0630 担当者 近藤まで 

水遊びが出来る流水広場 

景色は良いし、なんといっても子供を安心して 
遊ばせることが出来る。そんな場所ですね。 
アニアニまあるでは時間によって、動物とのふれあいコーナー 
もあるようです。この日はモルモットとフェレットにふれあう 
ことが出来ました。その他、菖蒲祭りも開催されます。 
親子一緒に楽しめる場所だと思いますよ。 

（豊橋美術館の作品展へ出品したものです。） 


